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留
萌
市
議
会
で
は
、
各
常
任
委

員
会
の
議
事
録
を
公
開
す
る
た
め

に
、
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し

ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
所
管
す
る
幅
広
い
分
野
に
わ

た
る
事
項
な
ど
を
担
当
課
の
報
告

を
受
け
な
が
ら
、
審
議
や
調
査
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
集
音
マ
イ
ク
で
録
音
し
て
い

ま
し
た
が
会
議
録
と
し
て
外
部
へ

の
公
開
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

平
成
26
年
に
留
萌
市
議
会
が
制

定
し
た
議
会
基
本
条
例
第
７
条
で

は
「
わ
か
り
や
す
く
・
開
か
れ
た
」

議
会
の
実
現
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
活
用
し
、
積
極
的
な
広

報
・
広
聴
活
動
に
努
め
る
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
審
議

や
議
論
の
音
声
を
は
っ
き
り
と
録

音
し
、
議
事
録
を
広
く
外
部
に
公

開
す
る
た
め
に
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム

を
更
新
し
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
以
降
の
議
事
録
公
開

に
向
け
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

今
後
、
公
開
さ
れ
る
会
議
録
を

通
じ
、
留
萌
市
が
進
め
て
い
る
施

策
や
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
る
き

っ
か
け
や
施
策
の
確
認
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
の
議
事
録
公
開
に

向
け
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
を
更
新

▲今年４月以降の常任委員会議事録公開に向け更新したマイクシステム

　

留
萌
市
議
会
で
は
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に
向
け

て
情
報
公
開
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

12
月
開
催
の
第
４
回
定
例
会

一
般
質
問
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
議
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

進
め
る
た
め
の
重
点
項
目
の
一

つ
で
す
。 

　

本
会
議
（
一
般
質
問
）
開
催

中
で
あ
れ
ば
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
自
動

的
に
ラ
イ
ブ
中
継
が
配
信
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
後
日
視
聴
す
る

場
合
は
、
留
萌
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
『
ラ
イ
ブ
中
継

及
び
録
画
配
信
は
こ
ち
ら
』
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
す
が
、
皆
さ

ん
か
ら
「
見
た
よ
」「
一
般
質
問

聞
い
た
よ
」
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
留
萌
市
議
会
議
員
の
活

動
の
一
端
を
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
質
問
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
開
始
！

平成30年度 留萌市議会議員出席状況　平成30年４月１日〜 12月20日

※（公）は公の要件による欠席
※（病）は入院などによる欠席
※（監）は監査による欠席
※（―）は出席対象外の会議
※委員会は開催状況により出席回数が

異なります
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均委 員 会 等 開催数
定 例 会 15 15 15 15 15 15 15 15 15 14 15 15 15 15 15 14 15
臨 時 会 3 3 3 3 3 3 3 1 3 1 3 2 3 3 3 3 3

特 別 委 員 会
予算審査 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
決算審査 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 — 2

議 会 運 営 委 員 会 17 — — — — 17 15 15 — 9 17 17 17 — 16 15 17

常 任 委 員 会
第　　１ 9 9 8 — 8 — 8 5 6 9 — — — — — — 9
第　　２ 14 — — 11 — 13 — — — — 14 14 13 14 14 12 —
広　　報 6 5 — 6 3 — 5 6 — — 6 — — — 5 6 —

議 員 定 数 に 関 す る 特 別 委 員 会 4 4 4 4 4 4 4 1 4 2 4 3 4 4 4 4 4
議員定数に関する特別委員会（小委員会） 5 — — — — 4 — — 5 — 5 — — 4 — 5 —

全 員 協 議 会 4 4 4 3 3 4 4 0 4 2 4 4 4 4 4 3 
（監1） 4

協 議 等 の 場 開催数 構成委員

各 派 代 表 者 会 議 7 正副議長（野崎・村上）　議会運営委員会委員長（燕）
会派代表（珍田・小野・戸水・坂本守正）

四 役 会 議 0 正副議長（野崎・村上）　議会運営委員会正副委員長（燕・川口）
委 員 長 会 議 1 正副議長（野崎・村上）　各委員会委員長（燕・野呂・村山・鵜城）
危 機 対 策 会 議 1 全議員
留 萌 線 対 策 会 議 3 正副議長（野崎・村上）会派代表（土田・小野・戸水・坂本守正・米倉）
公 共 施 設 に 関 す る 調 査 研 究 会 議 3 正副議長（野崎・村上）（村山・澤井・燕・小野・野呂・坂本茂）

一 部 事 務 組 合 等 開催数 構成委員
北海道後期高齢者医療広域連合議会議員 1 村上
留 萌 市 監 査 委 員 27 坂本守正
南 部 衛 生 組 合 議 会 · 協 議 会 4 議長（村山）・笠原・鵜城・戸水
消 防 組 合 議 会 · 協 議 会 １ 議長（野呂）・澤井・米倉・小野・坂本茂
消 防 組 合 議 会 監 査 委 員 11 坂本茂

第１常任委員会からの報告 第２常任委員会からの報告
■「道の駅」基本構想素案について
　るしんふれ愛パーク（船場公園）の「道の駅」
登録に向けた基本構想素案の報告を受けました。
　当初の素案からの修正点として、「子育て世代
への配慮」「留萌港と連携し、みなとオアシスの
登録を目指す」などの報告があり、今後作成され
る「道の駅」基本計画には「多言語案内サイン」

「授乳・おむつ交換スペース」「シャワー室」「キ
ャンピングカー用電源器」の設置が追加されます。
　委員からは「食を提供するのは業者なのか」「食
を提供する建物は市が建設するのか」などの質問
があり、道の駅基本計画に向けて、議論を進めて
いきます。

■学校における働き方改革
　教職員の時間外勤務の縮減に取り組み、学校
教育の質を高められる環境を構築するため、「学
校における働き方改革　留萌市アクション・プ
ラン（案）」が提示され、審議しました。
　委員からは「１週間当たりの勤務時間が60
時間を超える教職員を市内小中学校でゼロにす
る」ことや「変形労働時間制度の活用」につい
ての意見が出されました。このほか、部活動指
導に関わる負担の軽減や教育委員会による学校
サポート体制の充実などについて精査しました。
　また、留萌市アクション・プランは、２月に
完成すると報告を受けました。

※次年度は改選期のため直近の
出席状況の報告となります
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議会運営委員会 行政視察
●視察日程　10月１日　●視察先　①稚内市 

■議会運営委員会では、昨年 10 月１日、
議員５人、随行員１人により、稚内市議会
の視察を行いました。調査の目的は、議会
改革の課題である議会ＩＣＴを推進するた
めで、留萌市議会では、今年度３つの重点
項目を設定し、調査研究を進めてきました。
　その結果、本年度におきましては、「一
般質問のインターネットによるライブ中継
の実施」「常任委員会の議事録公開に向け
たマイクシステムの導入」など、課題解決
に向けた事業の実施に結びつき、残された
課題である資料の電子化の試行に向け、本
年度タブレット導入に至った稚内市議会に
行政視察を行いました。
　稚内市議会のタブレット導入までの経過
については、留萌市議会同様、先進地を視
察し、導入に向けた始動を決定してから、
約２年間で本格運用したとのことでした。
　今回、稚内市議会がタブレットを導入し
たことにより、見えてくる利点として、①
議員が時間および場所を問わず、議案など
の各種資料を閲覧できる環境が整う　②議
員が日常タブレットを携帯し、市民との対
話において、時間をかけずに適切な資料を
用いて説明することが可能となり、議員の
ライフワークの向上が図られる　③議案な

■千葉県柏市豊四季台は、高齢化率が極め
て高く、建物の老朽化が激しくなった「豊
四季台団地」の建て替えを契機に、各団体
や東京大学など医療をはじめとした多職種
連携により地域包括ケアシステムの構築を
進めており、システムの中核となっている

「柏地域医療連携センター」を視察しました。
　柏地域医療連携センターは、柏市、東京
大学高齢社会総合研究機構、UR 都市機構
の三者で協定を結び、「顔の見える関係会
議」というワークショップなどを重ね、意
見交換や勉強会を積極的に進めた結果、住
民や関係者の連携の機運が高まり、「地域
包括ケアシステムの具現化」と「生きがい
就労の創成」のふたつの方針を掲げ、「在
宅医療」を中心に取り組んでいるという特
徴がありました。
　課題としては、益々在宅医療が必要な患
者が増加する予想に対し、在宅医療に取り
組む医師数（現在30人）が、近年伸び悩ん
でいることや医療・介護職の人材育成が必
要であると感じたところであります。
　第２常任委員会としては、留萌市の保健福
祉と地域医療に対する政策や組織体制のあり
方の検証、市と医師会の関係、道内三医育大
学との連携を強化するための取り組みなどに
ついて検討していきたいと感じました。

どの資料が全てデータでの使用とすること
で、結果的に庁内のペーパーレス化に繋が
る効果が出てきているとのことでした。
　このことから、留萌市議会がこのペー
パーレス化を進めるにあたっての課題を整
理すると、①タブレット操作に慣れている
議員は問題ないが、一度も操作したことが
ない議員は導入に関して慎重になると考え
られる。そのため、基本操作などの講習会
の開催が必要になる　②導入に係る初期経
費及び維持管理経費や自己負担額の設定　
③行政側との導入に向けた協議の実施　④
グループウェアの活用や Wi-Fi の整備　⑤
機器の購入方法や更新方法などが考えられ
ます。
　最後にまとめとして、留萌市議会が、タ
ブレット導入によって議会ＩＣＴをさらに
推進するためには、議会内の合意形成が不
可欠であり、そのためには、議会運営委員
会内部に設置した専門部会において、合意
形成に向けた判断材料をしっかりと調査研
究する必要があります。今後、改選期を経
ることになりますが、継続してこの課題に
ついて取り組んでいく必要があると感じて
います。

■神奈川県茅ヶ崎市浜見平地区も柏市と同
様に高齢化率が高く、集合住宅築後 50 年
が経過し「浜見平団地」の建て替えに伴い、
公共施設と民間施設が一体化した複合施設

「ハマミーナ」を視察しました。
　「ハマミーナ」は、市が実施した公募型プ
ロポーザルの審査項目に「エリアマネジメ
ントの提案」を採用し、特定エリアを単位に、
民間が主体となってまちづくりを行ってい
ました。
　さらにその運営は、地元ＮＰＯと民間業
者が協働して設立する非営利組織が担って
いるとのことで、市と市民をつなぐコーディ
ネートの役割を果たしていました。
　課題としては、高齢者の単身世帯の増加
や人口減少などに伴い、増加されることが
予想される空き家対策などへの対応が挙げ
られました。
　第２常任委員会としては、財政課題に困
窮する公共施設の建て替えには、ＰＰＰ（※）
の導入など、いかに民間力を生かした連携
を進めるかが鍵となることから、結果を絞
り込まず、あらゆる可能性を検討する必要
があると感じました。また、住民の不安を
払拭するためには、理解をしていただくた
めの説明を根気よく続けることが、市民主
体のまちづくりに繋がるものと思いました。

行政視察を行いました！
　市議会では「行政視察」の重要性を認識しながらも、
市の財政状況を考慮し予算を要する行政視察は自主的
に実施していませんでした。各自治体の実情や現状を
把握することの必要性から、市の「新・財政健全化計
画」の終了を機に平成28年度から再開しました。

第２常任委員会 行政視察
●視察日程　10月17日〜19日　●視察先　①千葉県柏市 ②神奈川県茅ヶ崎市

※「行政視察」とは、先進的な取り組みを行っ
ている自治体を訪問、研修を行うことで
議員の資質、政策能力および政策提言能
力などの向上を図るものです。

▲千葉県柏市の「柏地域医療連携センター」
で説明を受ける

▲神奈川県茅ヶ崎市の「複合施設ハマミー
ナ」の施設の説明を受ける

▲稚内市議会の ICT を活用した議会改革に
ついて説明と意見交換を行う

▲稚内市議会が導入したタブレットの活用
について説明を受ける

89

留萌市議会だより 議会です こんにちは

※ PPP とは、 公共サービスの提供に民間が参画する手法を幅広く捉えた概念で、「官民連携」とも呼
　ばれ、民間のノウハウなどを活用し、公共サービスの向上や効率化を目指すものです。



平
成
30
年 

第
４
回
定
例
会
　
一
般
質
問
と
答
弁

平
成
30
年 

第
４
回
定
例
会
　
一
般
質
問
と
答
弁

質
問

市
役
所
窓
口
対
応
に
つ
い
て

　

市
民
が
市
役
所
の
各
窓
口
で
申
請
や
そ
の

他
関
連
の
手
続
き
を
行
う
中
で
の
要
望
や
苦

情
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

▲毎日多くの市民が申請や手続
きを行う市役所窓口

答
弁

直
接
、
担
当
課
に
寄
せ
ら
れ
た
要
望

や
苦
情
な
ど
の
ご
意
見
に
対
し
担
当
課
内
部

で
対
応
。
市
民
課
に
お
い
て
は
市
民
相
談
の

担
当
窓
口
を
設
け
て
い
る
。
要
望
や
苦
情
の

対
応
に
際
し
、
情
報
を
適
切
に
収
集
検
討
し
、

同
じ
問
題
を
繰
り
返
す
こ
と
を
防
止
す
る
中
、

業
務
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

　

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

答
弁

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
平
成
31
年

２
月
を
め
ど
に
策
定
、
今
年
度
中
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問

道
の
駅
に
つ
い
て

　

来
年
の
11
月
に
道
の
駅
を
申
請
登
録
す
る

た
め
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
オ
ー

プ
ン
し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
地
元
業
者
の

関
わ
り
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
地
元
Ｆ
Ｍ
の

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
の
設
置
を
考
え
て
い

る
よ
う
だ
が
、
特
定
企
業
の
関
わ
り
に
違
和

感
を
覚
え
る
。
市
長
の
見
解
を
お
聞
き
す
る
。

▲来年11月に道の駅の登録申請
予定のるしんふれ愛パーク

答
弁

道
の
駅
の
新
し
い
施
設
に
つ
い
て
は
、

準
備
期
間
を
考
え
る
と
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
民

間
の
参
加
意
向
を
踏
ま
え
、
約
２
千
万
円
の

パ
ネ
ル
ハ
ウ
ス
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
が
な
い
と
、
道
の

駅
の
機
能
が
発
揮
で
き
な
い
と
言
う
こ
と
で

は
な
い
が
、
意
見
交
換
に
よ
っ
て
必
要
で
あ

れ
ば
基
本
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
。

質
問

子
ど
も
た
ち
へ
の
施
策
に
つ
い
て

　

神
居
岩
ス
キ
ー
場
で
は
、
現
在
、
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
少
年
団
が
活
動
中
で
あ
る
。
リ
フ

ト
の
停
止
か
ら
12
年
経
つ
が
、
練
習
に
は
リ

フ
ト
が
必
要
な
た
め
、
リ
フ
ト
の
設
置
の
可

能
性
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
小
中
学
校
の

吹
奏
楽
部
の
楽
器
の
更
新
に
つ
い
て
伺
う
。

▲リフトのないスキー場で練
習に励む子どもたち

答
弁

リ
フ
ト
は
高
額
な
た
め
、
即
答
し
か

ね
る
が
子
ど
も
た
ち
が
雪
に
親
し
め
る
よ
う

関
係
団
体
と
協
議
し
た
い
。
楽
器
は
高
額
な

た
め
、
校
長
会
な
ど
を
通
じ
て
協
議
し
た
い
。

質
問

留
萌
の
漁
業
の
発
展
の
た
め
に

　

東
海
大
学
と
の
提
携
か
ら
15
年
が
経
過
し

た
。
今
後
の
漁
業
の
発
展
の
た
め
に
も
大
学

生
が
利
用
し
や
す
い
施
設
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁

東
海
大
学
や
は
こ
だ
て
未
来
大
学
と

協
議
し
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問

収
支
不
足
へ
の
対
策
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
中
期
財

政
計
画
で
は
今
後
５
年
間
で
７
億
円
超
の
収

支
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁

す
べ
て
の
事
業
や
施
策
に
つ
い
て
検

証
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
市
税
の
収
納

強
化
に
よ
り
財
源
確
保
に
努
め
、
収
支
不
足

の
圧
縮
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問

市
営
住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

入
居
者
の
ニ
ー
ズ
や
家
族
構
成
の
変
化
に

伴
い
、
市
営
住
宅
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要

性
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

▲入居者のニーズや家族構成の変化
への対応が求められる市営住宅

答
弁

市
公
営
住
宅
な
ど
長
寿
命
化
計
画
の

見
直
し
の
際
、求
め
ら
れ
る
役
割
を
把
握
、人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
考
慮
し
な

が
ら
新
た
な
方
向
性
な
ど
を
見
出
し
た
い
。

質
問

子
ど
も
が
自
由
に
使
え
る
遊
ぶ
の
建

設
、
神
居
岩
ス
キ
ー
場
の
再
開
に
つ
い
て

　

市
内
に
は
、
日
曜
・
祝
日
に
子
ど
も
が
自

由
に
使
え
る
施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
子
ど

も
と
一
緒
に
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
」「
孫
が

来
て
も
連
れ
て
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
」「
神

居
岩
ス
キ
ー
場
を
再
開
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
子
ど

も
が
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
つ

く
る
こ
と
、
神
居
岩
ス
キ
ー
場
の
再
開
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

▲閉鎖中の神居岩スキー場

答
弁

ま
ち
中
の
空
き
店
舗
や
公
共
施
設
の

有
効
活
用
で
子
育
て
支
援
を
考
え
て
お
り
、

新
設
を
含
め
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
調
査

研
究
し
た
い
。
神
居
岩
ス
キ
ー
場
の
再
開
に

つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
情
報
の
共
有
を
図

り
研
究
し
た
い
。

質
問

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
検
討
に
つ
い
て

　

交
通
空
白
地
帯
の
解
消
、
既
存
バ
ス
路
線

の
補
完
な
ど
を
目
的
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

▲全国各地で運行している乗り
合いタクシー

答
弁

こ
の
地
域
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

を
ど
う
構
築
で
き
る
か
を
考
え
、
他
市
の
事
例

の
情
報
を
収
集
し
た
い
。
交
通
事
業
者
と
の
情

報
交
換
を
行
う
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

人
を
呼
び
込
む
対
策
に
つ
い
て

　

地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
の
新
た
な
人
口

の
考
え
方
と
し
て
移
住
ま
で
至
ら
な
い
が
地

域
の
フ
ァ
ン
と
し
て
魅
力
を
発
信
す
る
人
を

指
す
関
係
人
口
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
着
目
し

て
留
萌
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁

都
市
部
の
住
民
が
参
加
し
た
い
と
思

う
地
域
づ
く
り
活
動
、
交
流
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

　

人
口
推
計
や
財
政
規
模
に
見
合
っ
た
適
切

な
職
員
数
と
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
確

立
に
向
け
た
業
務
の
実
態
に
合
わ
せ
た
任
用

の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

答
弁

定
員
適
正
化
計
画
で
職
員
の
総
体
的

な
必
要
数
と
効
率
的
で
効
果
的
な
職
員
数
を

検
討
し
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
導
入
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

質
問

留
萌
市
水
道
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
前
期
計
画
が
今
年
度

ま
で
で
あ
り
、
中
期
・
後
期
の
改
定
を
迎
え

る
今
後
の
取
水
・
導
水
等
優
先
さ
れ
る
施
設

整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

▲市民に安心・安全な飲料水として
供給されている信砂川水系

答
弁

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
定
を
進
め
る

と
と
も
に
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
経

営
戦
略
も
整
合
性
を
図
り
策
定
し
た
い
。

質
問

旧
留
萌
高
校
の
利
活
用

　

旧
留
萌
高
校
の
譲
渡
に
つ
い
て
、
留
萌
市

教
育
委
員
会
の
結
論
を
伺
い
た
い
。

　

旧
留
萌
高
校
校
舎
の
利
活
用
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。▲大規模改修が行われる留萌中

学校

答
弁

留
萌
中
学
校
の
移
転
を
想
定
し
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
、
教
職
員
と
の
意
見
交
換
、

基
礎
杭
の
処
理
、
旧
留
萌
高
校
の
取
得
費
や

留
萌
中
へ
転
用
す
る
た
め
の
改
修
費
に
多
額

の
経
費
が
か
か
る
こ
と
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
、
留
萌
中
学
校
は
移
転
せ
ず
、
現
在
の
留

萌
中
学
校
の
大
規
模
改
修
を
早
急
に
進
め
て

い
き
た
い
。
改
修
は
、
２
０
１
９
年
度
ま
た

は
２
０
２
０
年
度
を
想
定
し
て
い
る
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
提
示
さ
れ
た
約

２
億
５
千
万
円
で
、
旧
留
萌
高
校
校
舎
を
取

得
す
る
考
え
は
な
い
。

米よ
ね
く
ら倉

　
靖や

す
お夫

無
　
会
　
派

村む
ら
か
み上

　 

均ひ
と
し

留
萌
公
明
党

坂さ
か
も
と本

　 

茂し
げ
る

無
　
会
　
派

坂さ
か
も
と本

　
守も

り
ま
さ正

民
　
　
　
主

燕つ
ば
め　

　
昌ま

さ
か
つ克

萌
　
政
　
会

野の

　ろ呂
　
照て

る
ゆ
き幸

民
　
　
　
主

川か
わ
ぐ
ち口

　
宏ひ

ろ
か
ず和

萌
芽
ク
ラ
ブ

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り

萌
芽
ク
ラ
ブ
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留萌市議会だより 議会です こんにちは



　平成最後の冬。2018
年の世相を表す漢字は
「災」。地震・台風・豪雨・
水害・土砂崩れと全国各
地の自然災害に由来して
います。留萌市は、中西
俊司市長の誕生が重大
ニュースとしてあげられ
ます。
　今定例会一般質問で
は、12人の議員に希望
を感じる丁寧な答弁が多
く、定番の「調査・研究
します」から「進めます」
「考えます」という前向
きな語尾が好印象を与え
ました。議会は、市政の
チェック機能を強化しつ
つも行政と議会の連動が
マチを大きく改革してい
く鍵だと感じました。
　今年は、新元号が決ま
ります。気を引き締めて
猪突猛進！（ゆ）

編集後記
各 組 合 議 会 か ら の 報 告

　平成30年12月21日に行われた留萌消防組合議
会第２回定例会では、野呂議長の辞職に伴い、留

萌消防組合議会議長選挙を行い、新たに坂本守正議員が議長に当選され
ました。
　坂本守正新留萌消防組合議会議長のもと、「平成29年度留萌消防組合
歳入歳出決算の認定について」、「平成30年度留萌消防組合補正予算（第
２号）」、「留萌消防組合職員給与条例の一部を改正する条例制定につい
て」の３件について審議を行い、認定および可決しました。
　今後も、留萌消防組合議会として、地域の消防防災体制をさらに充実
するべく努めていきます。

　12月17日開催の第５回議員協議会において、
最終処分施設の埋立容量について、報告がありま

した。2019（平成31）年度末で、不燃系埋立区画が103.1％の埋立率
となることから、2020年の早い時期に屋根の移設を行うことが説明さ
れました。
　議員から、屋根の移設は、どの程度の
実施期間で、移設期間のごみの埋立は
どのようになるのかという質問に対し、

「施設の屋根移設は、10日間程度かかり、
この間のごみは、可燃系埋立区画に仮設
的に置かれることが想定される」との答
弁がありました。

留萌消防組合議会

留萌南部衛生組合議会

▲不燃系埋立区画の覆土後の様子

平
成
30
年 

第
４
回
定
例
会
　
一
般
質
問
と
答
弁

こんなことが決まりました 平成30年 第４回定例会
12月４日〜13日

　平成30年第４回定例会が10日間の会期で開催され、選挙１件、諮問１件、議案15件、意見書案
２件などを審議しました。

【選　　挙】
◦留萌消防組合議会議員の選挙について  	 … ……………………………… 指名推薦
【諮　　問】
◦人権擁護委員の推薦について  	 … ……………………………… 適　　任
【議　　案】
◦平成30年度留萌市一般会計補正予算（第７号）
◦平成30年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
◦平成30年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
◦平成30年度留萌市病院事業会計補正予算（第２号）
◦留萌市議会議員及び留萌市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例制定について
◦平成30年度留萌市一般会計補正予算（第８号）
◦平成30年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
◦平成30年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）	
◦留萌市一般職員給与条例等の一部を改正する条例制定について	 ほか６件… …………………… 原案可決
【意見書案】
◦Society5.0時代に向けた学校教育環境の整備を求める意見書
◦認知症施策の推進を求める意見書	 … ……………………………… 原案可決

珍ち
ん
だ田

　
亮り

ょ
う
こ子

萌
　
政
　
会

笠か
さ
は
ら原

　
昌ま

さ
ふ
み史

民
　
　
　
主

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子

留
萌
公
明
党

土つ
ち
だ田

　
悦え

つ
や也

萌
　
政
　
会

質
問

環
境
宣
言
と
不
法
投
棄
に
つ
い
て

   

環
境
宣
言
を
し
て
留
萌
市
の
豊
か
な
環
境

を
守
り
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
だ
。
悪
質

な
不
法
投
棄
が
相
次
ぐ
中
、
市
独
自
の
罰
則

規
定
を
明
記
し
た
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

▲相次ぐ悪質な不法投棄

答
弁

環
境
基
本
条
例
・
計
画
・
市
民
憲
章

の
推
進
で
市
民
へ
周
知
に
努
め
て
い
く
。
不

法
投
棄
の
罰
則
規
定
を
明
記
し
た
条
例
は
他

の
自
治
体
事
例
を
参
考
し
た
い
。

質
問

「
見
晴
通
」
と
「
億
太
郎
通
り
」

　

見
晴
通
街
路
整
備
事
業
の
見
通
し
と
郷
土

愛
を
深
め
る
た
め
に
大
町
の
湊
神
社
前
の
市

道
を
「
億
太
郎
通
り
」
に
命
名
す
る
考
え
は
。

答
弁

２
０
２
２
年
度
ま
で
の
７
年
間
で
延

長
約
２
８
２
０
ｍ
を
整
備
す
る
事
業
。「
億
太

郎
通
り
」
の
命
名
は
関
わ
り
の
あ
る
町
内
会

や
日
常
的
に
使
用
す
る
市
民
の
合
意
が
あ
れ

ば
市
と
し
て
判
断
し
た
い
。

質
問

道
の
駅
登
録
後
の
指
定
避
難
所
と
し

て
の
検
討
に
つ
い
て

　

災
害
の
種
別
に
も
よ
る
が
、
道
の
駅
を
避

難
所
と
し
て
指
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

る
し
ん
ふ
れ
愛
パ
ー
ク
の
指
定
避
難

所
と
し
て
の
活
用
は
避
難
所
全
体
の
見
直
し

に
あ
わ
せ
検
討
。
道
の
駅
登
録
後
も
避
難
所

機
能
の
追
加
も
含
め
検
討
し
た
い
。

質
問

市
民
の
気
軽
な
利
用
の
た
め
に
道
の

駅
経
由
の
市
内
循
環
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

　

道
の
駅
を
経
由
す
る
市
内
循
環
バ
ス
運
行

を
バ
ス
事
業
者
と
協
議
す
る
考
え
は
な
い
か
。

▲船場公園前に新設された豊富
留萌線のバス停留所

答
弁

今
年
10
月
に
船
場
公
園
前
に
豊
富
留

萌
線
な
ど
羽
幌
方
面
か
ら
の
路
線
の
停
留
所

が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
周
知
と
と
も
に
利
用

実
態
か
ら
必
要
に
応
じ
、
新
た
な
路
線
や
経

路
を
バ
ス
事
業
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

質
問

未
利
用
国
有
地
の
堆
雪
場
利
用
に
つ

い
て

　

市
で
は
今
年
度
、
地
域
住
民
用
小
規
模
堆

雪
場
の
モ
デ
ル
地
区
を
開
設
す
る
な
ど
、
雪

捨
て
場
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
が
あ
る

場
合
、
未
利
用
の
国
有
地
を
地
域
住
民
用
の

堆
雪
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
国
に
働
き

か
け
ら
れ
な
い
か
。

▲市内に点在する未利用国有地

答
弁

現
在
、
財
務
省
の
国
有
地
に
対
す
る

対
応
は
厳
し
く
、
法
律
に
よ
る
壁
が
あ
る
。

　

有
償
で
の
貸
付
の
場
合
、
算
出
さ
れ
た
使

用
料
に
は
大
幅
な
開
き
が
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
利
用
で
き
る
よ
う
な
可
能

性
を
何
と
か
探
り
出
し
、
旭
川
財
務
事
務
所

と
利
用
に
関
わ
る
協
議
を
続
け
て
い
き
た
い
。

質
問

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
処
遇
に
つ
い
て

　

災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る「
家
庭
動
物
」

ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
伺
う
。▲災害時の避難所用ペットゲー

ジ

答
弁

今
後
、
他
の
被
災
者
の
生
活
に
及
ぼ

す
影
響
な
ど
充
分
考
慮
し
、
各
避
難
所
の
実

情
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
す
す
め
て
い
く
。

質
問

災
害
時
、
孤
立
地
区
へ
の
対
応
に
つ

い
て

　

災
害
時
の
「
孤
立
地
区
・
避
難
困
難
地
区
」

に
つ
い
て
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

ま
ず
は
自
主
的
な
避
難
行
動
を
と
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
事
前
周

知
を
重
ね
る
こ
と
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
情
報
伝
達
、
避
難
誘
導
、
要
援
護

者
の
支
援
、
安
否
活
動
の
確
認
な
ど
組
織
の

活
性
化
と
新
規
設
置
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
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